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　2013 年 12 月３日、2012 年に実施された OECD に
よる PISA（Programme for International Student 
Assessment）の結果が公表され、日本の平均点は、






































































































































12 場面： 少年は月を両手でボ トーに引き上げようとする。
13 場面： ボ トーに引き上げた月を白い布で拭いている。


























































































抽出語 出現回数 抽出語 出現回数 抽出語 出現回数 抽出語 出現回数
月 288 寝る 27 本 19 ベッド 11
男の子 140 入る 25 つき 17 元気 11
お月様 96 お家 24 今日 17 弾く 11
一緒 59 楽しい 24 舟 17 仲よく 11
太陽 44 空 23 入れる 17 夜 11
三日月 41 大丈夫 23 体 15 行く 10
ボ トー 39 食べる 22 びっくり 14 朝 10
家 39 遊ぶ 22 ダンス 14 突然 10
海 35 乗る 21 魚 13 日 10
言う 29 仲良く 21 照らす 13 来る 10
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６．まとめ
　本研究では、次のようなことが結果としてあげられる。
　（１）学生たちが各ページの絵をしっかり見ており、登
場人物（擬人化した物を含む）と周りの事物と関連した
文章を書いていることが明らかとなった。
　（２）「一緒」という語彙の使用頻度が高く、動詞と
共に使用されていることから、文法に従い、主語、述
語を使って書かれた文章が多いと解釈できる。
　（３）動詞（和語）の使用率が高いことから、限ら
れた場面を易しい動詞を中心に表現できていたと考えら
れる。
　（４）文章を修飾する形容詞、形容動詞、副詞など
の品詞はあまり使われておらず、文章がシンプルで表現
の幅が狭い。
　上記のことから、学生たちが、文法、記述について
は基本的な力は持ってはいるが、語彙を駆使して豊か
な表現をするというところまでは到達していない可能性が
あることが示唆されたと言えるのではないだろうか。文字
なし絵本を使用した作話課題だったため、学生があえ
てやさしい動詞を使用した可能性もあるが、274 語の動
詞使用の中で、漢語がまったく使用されなかったことは、
保育科の学生たちが保育現場で必要とされる漢語をき
ちんと使って実習日誌を書くなどの力に問題があることも
示唆されたと言えるかもしれない。今後、保育科の学生
たちが、目的や場面に応じて明確に、的確に、そして
イキイキとした文章を書く力をつけ高めていくための方法
を考える必要があるだろう。今回、文字なし絵本を使用
しての作話課題について学生に課題終了後、挙手させ
たところ、ほぼ全員が「楽しかった」「またやりたい」と
いう肯定的な回答を得ることができた。楽しみながら課
題に取り組める「表出環境」の設定に、文字なし絵本
は利用価値が高いと思われる。ただ書かせるのではなく、
きちんと推敲する時間を取り、グループ活動として書い
たものをグループ内で検討し、修正加筆後に発表するな
どの課題に発展させることも有効であり、例えば保育実
習Ⅰ，Ⅱなどの授業内での活動として可能であると考えら
れる。
　今回の調査には、研究参加者 41 名、使用した文字
なし絵本は１冊など、いくつかの限界があり、一般化す
るには少ない数と言える。今回得られた結果の一般化
のためには、今後調査参加者数を増やし、文字なし絵
本の複数利用などを取り入れてより多くのデ ターを収集し、
同様の調査を重ねて信頼性を高めていく必要がある。
